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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は以下のようである。(1)20世紀東アジアの人の移動は、日本帝国の形
成と崩壊とともに、世界的な労働力移動と密接に絡み合っていたことを諸事例から明確にした。(2)ドイツにお
ける「追放」と東アジアにおける「引揚げ」は比較可能であるだけでなく、米国を媒介としてそれは強く連関し
ていたことを明らかとした。(3)長野県飯田市の20世紀を例に見てみると、南米移民や満洲移民の送出、終戦後
の引揚げと中国への残留、日中国交正常化後の残留日本人の帰国、さらにはグローバル化以降の中国帰国者、日
系南米人、フィリピン人の定住化など様々な人の移動が織りなされ、相互に連関していたことを明らかとした。

研究成果の概要（英文）：The achievements of this research are the followings: Firstly, we explored 
that the human migration in the 20th-century East Asia was largely determined by the rise and the 
fall of the Japanese Empire. At the same time, we made it clear that it was closely related to the 
worldwide movement of the labor force. Secondary, we clarified that the "exile" in Germany and the "
repatriation" in East Asia were not only comparable but also strongly linked to each other through 
the United States. Thirdly, we explored that, looking at such human migration through the example of
 the 20th-century Iida-city, various types of human migration such as emigrants to South America and
 Manchuria, repatriates after W.W.II and those who had been left behind in China, the return of 
Japanese people after the normalization of diplomatic relations between Japan and China, as well as 
the returnees from China, the Nikkei Latinos, and the Philippinos after globalization were woven and
 interrelated to each other.
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１．研究開始当初の背景 
近現代東アジアは人の移動が活発な地域

であった。西洋近代による植民地化・日露の
帝国化、第二次世界大戦、冷戦、グローバル
化等によって多様な人の移動が展開し、それ
らは相互に密接に連関していた。たとえば、
大江志乃夫ほか編 1993『帝国の膨張と人流』
を嚆矢とし、拙編 2008『日本帝国をめぐる人
口移動の国際社会学』へと結実する「帝国と
人の移動」に関する研究がその代表的な研究
である。だが、それらはあくまでも北米移民
や満洲移民等、個別の歴史的研究が蓄積され
ただけで、その相互の連関メカニズムが解明
されることはなかったし、環太平洋と東アジ
アという視点が欠けていた。そこで、本科研
に先立つ研究として、「帝国化と人の移動」
を対象として、日本帝国を中心とする東アジ
アにおける多様な人の移動の個別特性とと
もに相互の連関を明らかとしてきた。本科研
は、そのような研究を体系化することが目指
された。 
 

２．研究の目的 
本研究は、時代を 20 世紀、主な対象地域

を東アジアとし、(1)そこで展開された多様
な人の移動と相互の連関構造、(2)移動した
マイノリティの生活世界、(3)当該社会での
「包摂と排除」という社会の統合の有り様に
着目し、20 世紀東アジアをめぐる人の移動と
国家・社会の対応のメカニズムをトータルに
究明することを目的としていた。その際に、
人の移動のなかでもとりわけ戦争と多様な
人の移動（たとえば引揚げ）に着目し国際比
較に挑んだ。また、特定地域に着目して(2)
そこで 20 世紀に生じた人の移動をインテン
シブに明らかとすることを目指した。そして、
帝国圏内でもっとも人の移動性が高かった
沖縄と済州島における 20 世紀の人の移動を
インテンシブに明らかとすることを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は、①フィールドワークによ
る調査、とりわけライフヒストリー法による
聞き取りとその解釈という主に社会学で用
いられる方法と、②文献資料の収集と批判的
検討という歴史学の伝統的な実証研究法を
主としてきた。そして、③アジアの帝国内比
較研究と、帝国崩壊後の人の再移動に関する
欧米とアジアにおける国際比較を方法のひ
とつとした。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下のようである、まず、

(1)20 世紀東アジアにおける人の移動は日本
帝国の形成・崩壊によって大きく規定されて
いたこと、同時に、(2) 20 世紀東アジアの人
の移動は世界的な労働力移動と密接に絡み
合っていたことを諸事例から明確にした。ま
た、(3)ドイツにおける「追放」と東アジア

における「引揚げ」（帰還）は比較可能な歴
史事象であっただけでなく、米国を媒介とし
てそれは強く連関していたことを明らかと
した。さらに、(4)そのような人の移動を長
野県飯田市の 20 世紀を事例に見てみると、
南米移民や満洲移民の送出、終戦後の引揚げ
と中国への残留、日中国交正常化後の残留日
本人の帰国、さらにはグローバル化以降の中
国帰国者、日系南米人、フィリピン人の定住
化など、様々な人の移動が織りなされ、相互
に連関していたことを明らかとした。 
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